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11995年度の地域問題総合調査研究

室の概要
95年度の地域問題総合調査研究室は、前年度に

引き続き10名の研究質で柵成された。疋田前室長

に代わって茂木新室長が避出され、そのもとでの

M嚇局は岩瀬取務局長、森岡・水谷運営医院、松

本1F務局員によって担われた。

施設・設備については前年度に比して目立って

祈設されたものはなかった。また財政面について

は、市費の当初予算が前年度より10万円減額され

たが、その分を後援会からの援助を増額していた

だき、収入規模は師年庇並みを維持することがで

きた。

資料の収集に関しては若干の共通図書の見直し

を行ったが、これ以上絞れないような状況であっ

た。したがって共通図笹に関しては基本的には前

年度を踏襲している。

111995年度の研究成果

（1）自主研究の状況とr地研年報』の創刊

今年3月に、地研設立以来の課題であったr地

研年報』の創刊号を発刊することができた。B5判

108頁のボリュームで研究機関としての地研を象

徴する成果として評価していただけるものだと考

える。また、年報の刊行に際して地研の欧文名を

THEINSTITUTEOFREGIONALSTUDIES

とし､従来から通称されていたRPRI(REGIONAL

PROBLEMRESEARCHINSTITU'函)を改めた。

掲戦された研究は以下の通りである。

①森岡洋「三躯県の産業連関分析」

②水谷勇・東禍寺一郎

『三重県下の生涯学習推進状況について(1)」

③疋田孝志「阪神･淡路大震災と緊急耶態箭理」

④茂木陽一・加納佳奈・小林千恵・渡部英子

『近紙三砿県域における人口動態研究(1)」
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⑤尾町正利『外国人労働者の就職経路及び担当

職種に側する調査」

①の森岡賎文は、第8回地域問題研究交流集会

での報告をベースとして、95年度の自主研究テー

マとして股定した「三甑県の産業巡閲分析」をま

とめた力作である。

②の水谷・東福寺論文は、93年庇から継続して

行っている生涯学習研究プロジェクトによる共同

研究『三砿県下の生涯学習推進状況について』の

うち東紀州地域、伊賀．上野地域を対象とした93

．94年艇の研究をベースにして加箪．修正を加え

てまとめられたもので、今後継統して論考を発表

していく第一回になる。

③の疋田論文は96年2月に行われた第9回地域

問題研究交流巣会での報告をベースに加策．修正

を加えたものである。

④の茂木・加納・小林・渡部蛸文は研究員であ

る茂木と経済史研究室に所餌する3名の学生との

共同研究論文である。内容的には96年度から開始

された共同研究『三重県域における近世人口資料

の研究」の予備鎗文という性格をもっており、96

年度以降、継続しての研究成果が期待されている垣

⑤の尾崎の澗置報告は95年庇の自主研究課題

「三虹雌における外国人労鋤者の就労実態に関す

る調査」を踏まえた、96年度の自主研究課題「三

重県における外国人労働者の就労実態及び就労経

路に関する調査研究」の予術調壷報告であり、96

年度以降の研究成果につながるものである。

そのほかの個人研究課題、共I"1研究プロジェクト、

奨励研究猟胆については、尾崎研究員が「外閏人

労働者の就職経路及び担当職租に関する調査」と

して安濃町の耶例の調査報告を発表（『三重法

経』105号）した以外は当該年度中の成果の公表

はなかったが、各研究員は引き続き取り組んでお

り、早急な成巣のとりまとめが期待されている。



（2）地域問晒研究交流薬会

95年度の研究交流災会の開催は2回にとどまっ

た。

第8回1995／5／27「地研研究員1994年度研

究報告会」

第9回1996／2／24シンポジウム「防災と街

づくり一阪神・淡路大震災をふまえて」

外部の方をお招きしての第9回研究交流典会は

「シンポジウム・防災と街づくり」というかたち

で、阪神・淡路大震災から1年を経過した時点で、

三亜県や津市の防災体制を街づくりという観点か

ら、疋田研究員、三砿県環境安全部消防防災課防

災対策監の今井滴氏、津市防災安全課主査の朝日

伸治氏の3名のパネラーの報告を受けて、多数の

参加者による活発な肘峨を実現できた。この点で

は、昨年度の掛川市生涯学習部良質地域課長を招

いての「シンポジウム・生涯学習運動と街づくり

・土地条例」の成功に引き続き、タイムリーな企

画で大きな成果を上げたと言えるだろう。

しかしながら自主研究成果の発表については、

『地研年報』に褐戦する以前に研究交流典会での

報告と討議を行っておくことが望まれていたが、

各研究員の研究進捗状況がそろわず果たせなかっ

た。この点今後の課囲となっている。

また、外部の研究者や市民との研究交流という

観点から事務局会猫季で企画を検討したが、充分

な候補企画を得ることが出来なかったことが、昨

年度の研究交流築会の停滞をもたらしたといえる。

（3）地研通信

地研通信の発行は、44号から46号までの3号分

の発行にとどまり、前年の4号発行から後退した。

鯖44号は地研室長による前年度の活動総括と新

年度の活動方針を褐戦し、第45．46合併号は第9

回研究交流架会の肥録である。

実質的な発行は2回にとどまり、内容的にも、

地域問題研究交流典会でのシンポジウムの肥録以

外は、研究に関わる諭稿を栂戦することができず

取り組みの不足があった。

この原因としては、43号の発行が95年9月まで

ずれ込んだことの影蒋と、各研究員の研究発袈の

珊としての交流典会、地研通信、地研年報を有擬

的に結びつけることが出来ていなかったことが挙

げられるだろう。今後は、この3つの研究発変の

明をそれぞれバラバラにではなくそれぞれの研究

サイクルの中に位皿づけていく必要があるといえ

る。
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（4）1995年度の活動総括

昨年度の活動の方向付けの第一は、研究員によ

る自主研究を支掻する研究室運営の弾力的な予算

執行であった。研究室運営の整備に関しては、三

重短期大学の学内諸規定の見直しに対応して、こ

れまでの地研内部の内規・申合せなどを整理し、

不明硫な部分について改めて研究貝総会の識を得

て、現行内規・申合せとして確定することが出来、

一定の改善を図ることが出来た。しかし、予算執

行の弾力化という点では、同窓会からの援助分に

ついてアルバイト謝金への支出を阻めてもらうな

どの成果が縛られたが、年報刊行の印刷費の支出

にその分が充てられてしまうなど、絶対額の不足

が運用の弾力化の努力をかなりな程度減殺してし

まうことになった。この点、予算地額のための一

層の取り組みが必要である。

研究室財政の面では、多くの困碓を抱えながら

も、昨年度並みの財政規模を維持することが出来

た。

95年度当初予算において、市費が10万円減額さ

れるという予想外の耶態が生じたのであるが、そ

のことによる研究室迎営の困難については、後授

会のご理解を得ることが出来たため、前年度に比

べて後授会からの補助を10万円増額していただい

た。

また、96年度の津市当初予算においては、マイ

ナスシーリングがかけられる中で、前年の取悩と

御殿場海岸再開発叶画など津市との協力・共同車

業の憩義を強閲することで95年度に比し5万円の

増額を獲得できた。しかしながら、減額分を復活

することは出来ていないため、引き統き後援会か

らの援助の地額分の継続を了承していただき、96

年度当初予算では前年度の規模を若干上回ること

が出来た。．

活動方針の第二は、市民や地域に研究成果を還

元するために『地研年報』を刊行することであっ

た。若干、時期的な遅れはあったが、立派な年報

を創刊できたことは大きく評価されて良いと考え

ているo

第三は耶務局を中心とした研究室迎営の定蒲の

課題であった。後半、事務局長代行を置かなけれ

ばならないも問題も生じたが、耶務局会韻の定例

化は基本的には果たされた。

第四の課題は研究所昇格へ向けての取り組みで

あるが、これは、中勢北部サイエンスシティ計画

と対応させて地研を移転させるという櫛想が持ち

上がったこともあって、大きく進展した。昨年8

月、雨宮研究員を中心としたプロジェクトチーム



を発足させた。同チームにより、県内の松阪大学

地域社会研究所、四日市市の四日市地域経済研究

所、三重大学の地域共同研究センターなどへのヒ

アリング調査等をベースにして、「地域間剛総合

凋査研究所設立要綱」まとめ、9月に開仙された

『三敵短期大学あり方研究会」において助役をは

じめとする市幹部に研究所の必要性と櫛想を脱明

する機会をもつことができた。

今後、整碗される津市第4次津市総合叶画前期

計画における整鮒充実計画においても、この「設

立要綱」をベースとした要望を提出し、実現方を

働きかけているところである。

以上のような諸点においては前進が見られたの

であるが、研究成果の所でもふれたように、地研

通信の発行と研究交流巣会の開催の面では停柵が

現れてきている。また研究室運営も事務局を主体

としながらも他の研究員の積極的な参加を必ずし

も充分に組織できていないし、新たな研究日の増

固も果たせていない。このような活励のマイナス

面についてもとりくみ強めて克服していくことが

求められているだろう。

Ⅳ1996年度の活動方針
以上のような現状鯉職に立って、今年度の地研

の活動方針をまとめれば次のようになるだろう。

第一には、昨年度大きな成果を挙げた自主研究

の支援体制を蒲実に発展させること。そのために

は、『地研年報』第二号の発刊に向けて、自主研

究成果を箇実に積み上げること、ならびに傭報機

器を始めとする設備・備品の充実を図ること。そ

のために必要な予算的手当を充実させること。

第二には、従来から継続している自主研究体制

の柱である、「地研通信」の発行確保と「地域問

題研究交流巣会」の充実をはかる必要がある。

第三には、特に設置者である津市との協力・共

同関係を緊密にしていく必要がある。現在、森岡

事務局長を中心として御殿喝海岸再開発プロジェ

クトに取り組んでいるが、今年度もこの課題を引

き続き推進していくと共に、他の諸課題での要調

があった鳩合、できるだけそれに応えていけるよ

うな体制を迦備しておく必要がある。

第四に、以上の努力をベースにしながら、地研

の研究所昇格へ向けてあらゆる機会をとらえなが

ら働きかけを強めていく必要がある。特に、今年

度は自主研究中心の運営を内実化するために、

「地研通信」、「地域問題研究交流集会」、「地

研年報』を有機的に結びつけた活動に取り組んで

行くべきであると考えている。

1996年度地域問題総合調査研究室研究員

（研究期間1996年4月～1997年3月）

生涯学習研究プロジェクト水谷鴎(代表）東福寺一郎

【共同研究】「中勢地区の生涯学習の現状について」

同和問題研究プロジェクト茂木隅一（代表）藤田修三

【共同研究】「三曲県域における近世人口資料の研究j
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個人研究雨宮照雄「戦後四日市市財政の推移」

田中欣次「第二次大戦後、三通県における地域開発嘱業の研究j

森岡洋「津市の観光と御殿場海岸」

尾崎正利「三面県における外国人労働者の就労実態及び就労経路に関する調査研究」

水谷関『学校5日制の学校教育に対する影轡についてj

疋田敬志「都市化と現境管理（日本、タイの比絞研究）」

「津市における街づくりを考える－中心市街地空洞化及びゴミ問題と街づくり」

岩瀬充目「県内同和地区の実態・意識の調査研究」

奨励研究員東福寺一郎「成人期および老年期における認知機能に関する調査研究』

1996年度地研事務局体制

室長・地研年報担当

率務局長・図書・資料担当

会計担当

地研通信・地域間剛研究交流会担当

率務局・助手

茂木陽一

森岡洋

水谷勇

疋田敬志

松本環
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研究概要

I共同研究
◎生涯学習研究プロジェクト

「中勢地区の生涯学習の現状について」

＊研究概要＊

中勢地区の市町村を対象に生涯学習の推進状況

に関するアンケート闘査を実施するとともに、2，

3の市町村を抽出し、ヒアリング調査を行う。

◎共同研究（茂木・唖田）

「三璽県域における近世人口資料の研究」

＊研究概要＊

近世期の人口助態を把遡する為の諸種の人口資

料（宗門帳、地減etc）の所在調査と収築を行い、

それらの傭報処理の方法を検討する。

Ⅱ個人研究

◎雨宮照雄

「戦後四日市市財政の推移」

＊研究概要＊

地方財政制度の変通や地域開発政策の推移との

関係で戦後の四日市の財政の推移を跡づける。

◎田中欣二

「第二次大戦後、三函県における地域開発

耶業の研究」

＊研究概要＊

前年度において、鰯二次大戦後の三面県内各地

で計画され、実行された各種の地域開発砺業につ

いて調査し、評価を試みた。

その結果、各耶業の叶画書や栂想の邸前鯛査密

や実施計画密・蛎業報告替等がすでに散逸しよう

としており、まとまって保存されている明がない

ことが判明した。

これらのリポートには、今後三爾県域の発展の

ためにあらたな柵想をデザインしたり、アセスメ

ントするために貴亜な資料が含まれている。入手

困難なものについてはコピーによる複製もおこな

いつつ、データベース化を行いたい。

◎森岡洋

「津市の観光と御殿喝海岸」

＊研究概要＊

津市の海岸は歴史が古く、古今六帖の歌などに

も錠まれている。また戦前から海水浴など、観光

地としても知られている。だが最近では自然破壊

などにより、観光地としての地位の低下ははなは

4

だしい。自然景観を復活させ、観光地として活性

化させる方策を検討する。

◎尾崎正利

「三肱県における外国人労働者の就労実態

及び就労経路に関する調盃研究」

＊研究概要＊

前年度の地域労働力と外国人労働力に関する調

査に引き焼き、地域調査として南紀州地域を中心

に調査を実行する。また、滞在長期化に伴う労働

条件等処遇の問題について、本年度は恥業主を対

象とした閥査を開始する予定。いずれも訪問・ヒ

アリング調査を原則とする。

◎水谷勇

「学校5日制の学校教育に対する影轡につ

いて」

＊研究概要＊

3年目にあたるので、これまでの閲査及び、研

究の総まとめを行い、地研通信または学科紀要に

投稿する。

◎疋田敬志

1）「都市化と環境管理（日本、タイの比較

研究）」

2）「鰍市における街づくりを考える一中心

市街地の空洞化及びゴミ間遡と街づく

り」

＊研究橿要＊

（1）ここ数年行ってきた都市化と街づくり、都市

化と環境管理について津市、バンコック首都圏を

素材に比較検肘する。タイの開発と環境を中心に

まとめる。

(2)ここ数年行ってきた津市を素材とした街づく

りと環境の鯛査研究の発展をめざすものである。

津市霊正小学校区を対象として都心部の空洞化問

題の実態把棚に砿点おき調査研究を行い報告をま

とめる。

◎岩瀬充自

「県内同和地区の実態・窓識の調査研究」

＊研究概要＊

昨年にひきつづき、県内同和地区の生活実態と

意識調壷を閲査研究する。

Ⅲ奨励研究員
◎東梱寺一郎

「成人期および老年期における狸知機能に



閲する調査」

＊研究概要＊

高齢社会の到来に伴い、高齢者の心理発迩に対

する関心が益々高まりつつある。生涯学習の必要

性が叫ばれる要因の一つにも高齢化の問題が指摘

されるが、成人および高齢者の記憧、思考、知能

等の狸知槻能に関する研究は未だ十分とは言えな

い状態にある。本研究では、1994年から1995年に

かけて私が行った在外研究の成果に基づき、成人

期および老年期にある人々の翌知機能について、

質間紙を用いた調査研究を実施する。質問紙の原

型は、現在ヴィクトリア大学で進行中の縦断的研

究にあるため、本研究の成果のもとに、異文化間

における比絞考察も可能である。

北勢地域の生涯学習推進状況に

平成5年度の尾砿・熊野地域、平成6年度の伊

賀・上野地域につづいて、平成7.年度は北勢地域

の市町を対象に、生涯学習推進状況に閲する調査

を行った。ここで報告するアンケート調盃は、平

成7年10月に郵送法にて実施されたものであり、

17市町中14市町から回答が得られた。多忙な時期

であるにもかかわらず、調査にご協力いただいた

方々には、厚く御礼申し上げる次第である。

平成8年3月にはヒアリング調査も実施したが、

本稿では、アンケート調盃の典計と分析のみにと

どめ、全体のまとめについては別稿（平成8年度

地研年報）に褐戦する予定である。

回答に際し、社会教育課職員が担当した市町は

9ヶ所、社会教育文化課が1ヶ所、教育課が2ヶ

所、単に教育委員会とされていた所が2ヶ所で

あった。

1．生涯学習を推進するために設けられた特別の

組織がありますか｡ある塙合にはその名称､股置さ

れた時期、槻能（あてはまるものに○をつける）

についてお知らせ下さい。

ある：四日市市四日市市生涯学習推遊会製（平

成6年8月に設迩）

・生涯学習関係機関の連絡、調整

・生涯学習プラン策定会蟻が平成

4年8月に組撤され、プランが

策定された。

鈴腿市鈴鹿市生涯学習推進協鰹会（平

成2年に設置）

・生涯学習推進方策の策定

心山市亀山市生涯学習推進会議（平成

2年度発足、平成4年に全面的

に改組）

・生涯学習関係機関の迎絡、調整
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関する調査結果
水谷勇・東福寺一郎

・生涯学習推進方策の策定

・生涯学習についての啓発

・生涯学習についての闘査、研究

ない：桑名市、多度町、長島町、木簡岬町、北勢

町、畷原町、菰野町、楠町、朝日町、川越

町、関町

「ある」と回答があったのは3市のみであった。

桑名市は平成7年11月に設瞳されるとのことであ

る。

2．生涯学習を推進する上で、亜要な役割を果し

ている施設は何ですか。市町立に限定せずに、当

てはまるものすべてに○をつけて下さい。

四日市市：図窃館、博物館、資料館、文化会館、

禍祉センター、青少年センター、市民

会館、地区市民センター、典会所、体

育館、屋外スポーツ瑚、野外キャンプ

期、公園、小中学校、商等学校、その

他公立施設多数

桑名市：公民館、図寄館、博物館、梱祉セン

ター、市民会館、地区市民センター、

典会所、体育館、屋外スポーツ鴫、野

外キャンプ場、カルチャーセンター・

澗古塾

鈴鹿市：公民館、図書館、資料館、文化会館、

禍祉センター、青少年センター、市民

会館、地区市民センター、典会所、体

育館、屋外スポーツ明、野外キャンプ

鳩、公園、小中学校、コミュニティセ

ンター、三日市啓発センター

亀山市：公民館、図書館、博物館、文化会館、

梱祉センター、青少年センター、地区

市民センター、体育館、屋外ス報一ツ場、

野外キャンプ場、小中学校、商等学校、



専修学校

多度町：公民館、図嘗航、福祉センター、体育

館、屋外スポーツ喝

長島町：公民館、図替館、博物館、資料館、文

化会館、青少年センター、地区町民セ

ンター、屋外スポーツ増

木曽岬町：公民館、文化会館、体育館、カルチャー

センター・穂古塾

北勢町：公民館、図寄館、文化会館、青少年セ

ンター

繭原町：公民館、図密館、博物館、文化会館、

屋外スポーツ明、小中学校

菰野町：公民館、資料館、禍祉センター、地区

町民センター、体育館、公園、小中学

校、カルチャーセンター・稽古塾、農

村環境改善センター、消防本部、消掃

センター、商工発展会館、JA三亜四

日市農協研修センター

楠町：公民館、福祉センター、体育館、公園

朝日町：公民館、図密館、博物館、資料館、文

化会館、福祉センター、体育館、屋外

スポーツ鯛、野外キャンプ場、公園、

小中学校

川越町：公民館、図啓館、博物館、青少年セン

ター、屋外スポーツ甥、小中学校、カ

ルチャーセンター・稲古塾

関町：公民館、町民会館

以上を典約すると、公民館13、図曹館10，博物

館7，資料館5，文化会館8，梱祉センター8，

脅少年センター6、市民会館4，地区市民セン

ター6，梁会所3，体育館9，屋外スポーツ場9，

野外キャンプ場5，公園5，小中学校7，高等学

校2，カルチャーセンター・稲古塾4，その他3

である。

回答が最も多かったのは公民館であり、地区市

民センター制をとっている四日市市を除くすべて

の市町から回答が寄せられた。その他に、図書館、

体育館、屋外スポーツ甥、文化会館、福祉セン

ターも比較的回答が多く、この地域の生涯学習推

進に関わる施設の豊富さが設れている。その他の

施設について回答があったのは、鈴鹿市、亀山市、

菰野町であり、とりわけ菰野町では、農村現境改

善センター、消防本部等、多梯な施設を生涯学習

関連施股と位置づけている点が注目に値する。

3．生涯学習を推進するにあたり、重点をおいて

いることは何ですか。次の中から主なものを5つ

まで選んでOをつけて下さい。
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(1)生涯各期にわたって学習プログラムを揃え、

学習機会を地やす

多度町、長島町、木曽岬町、楠町、関町

(2)生涯学習関迎施股をさらに整師していく

四日市市、鈴鹿市、亀山市、多度町、長島町、

木曽岬町、北勢町、願原町、菰野町、楠町、

朝日町

(3)生涯学習推進組織を碓立し、基本的方向性を

検討する

桑名市、亀山市、北勢町、菰野町

(4)過疎化への対応として、地域の活性化を図る

ような躯業を用意する

回答なし

(5)高齢者が多いので、高齢者の生きがいに飯点

おいた学習プログラムを用意する

鈴鹿市、長島町

(6)学校教育と社会教育を有機的に迎拠させてい

く

木曽岬町、楠町

(7)生涯学習の晒要性について、住民に対する啓

発を行う

亀山市、関町

(8)婦人会等の団体活動を活性化する

鈴鹿市、願原町、楠町

(9)生涯学習の観点から他部局との迎抑を図り、

生涯学習関迎躯業を合理的に推進する

四日市市、桑名市、多度町、長島町、北勢町、

菰野町、朝日町

側住民の実梢にあわせ、施設の利用時間を弾力

化したり、テーマに応じて主たる受識生が受

講しやすい時間に瞬座を開識する

桑名市、多度町、長島町、北勢町、蔵原町

uO住民の学習要求を凹査等を通じて的確に捉え、

それに対応したプログラムを用意する

桑名市、鈴鹿市、木曽岬町、北勢町、朝日町

⑫新住民と旧住民の交流を促進するようなプロ

グラムを用意する

回答なし

03家庭教育を充実させる

鈴鹿市、楠町、朝日町

(10世代間交流を促進するようなプログラムを用

意する

回答なし

09学習梢報提供を充実させる

四日市市、桑名市、亀山市、薦原町、菰野町、

朝日町、関町

08学習相談取柔を充実させる

四日市市、関町



伽揃導者の発掘、育成を図る

四日市市、亀山市、多度町、木曽岬町、藤原

町、菰野町

08その他（具体的に）

回答なし

09特に砿点をおいていることはない

川越町

川越町を除く13市町は、生涯学習推進に当たっ

てⅢ点をおいていることがあるということであっ

た。中でも、『生涯学習関連施股をさらに整伽し

ていく」は11市町があげており、先に見た現状の

施設だけではまだ不十分と翌識していることがわ

かる。次いで多いのは、『生涯学習の観点から他

部局との連携を図り、生涯学習関迎車業を合理的

に推進する』と「学習悩報提供を充実させるjの

7市町であり、行政サイドの推進体制を整えるこ

とと、市町民への傭報提供体制の充実が緊急の課

題と見なされている。その他、学習プログラムの

多梯化や指導者の発掘、育成などが璽点施策と考

えられている。

4．生涯学習を推進するにあたり、障害あるいは

問題となっていることは何ですか。次の中から主

なものを3つまで選んでOをつけて下さい。

(1)生涯学習関連施設が少ないあるいは老朽化し

ている

恥山市、長島町、噸原町、菰野町

(2)蹴座や学級を開設しても参加者が少ない

多度町、藤原町、関町

(3)獅座や学級への参加者が固定化している

桑名市、鈴鹿市、多度町、長島町、木曽岬町、

朝日町、川越町、関町

(4)適当な指導者を見つけることが困薙である

四日市市

(5)担当職員が少なく、充分な企画ができない

多度町、木曽岬町、北勢町、菰野町、楠町、

川越町

(6)生涯学習推進についての全庁的な合意が得ら

れず、専ら教育委員会事務局の負担となって

いる

四日市市、亀山市

(7)地域の過疎化が進行している

回答なし

(8)地域住民が高齢化し、学習プログラムに偏り

が生じている

鈴鹿市

(9)地域住民が急増し、多槻化する学習要求に応

えていくのが難しくなってきている
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回答なし

Ⅲ県が実施する研修会報に出席したくとも、道

方で実施されるために、旅費や時間的な制約

が著しい

蔭原町

ul）生涯学習推進のための予算が少ない

鈴鹿市、亀山市、畏島町、楠町

㈹生涯学習推進のための基本的な方向性がまだ

定まっていない

桑名市、木曽岬町、北勢町、菰野町、川越町

03集落が分散し、かつ交通網が整傭されていな

いために、全市（町）的な取り組みが困雌で

ある

北勢町

伽その他（具体的に）

四日市市：地域住民の多様化する学習ニーズ

に対応しきれない

(19障害あるいは間皿になっていることは特にな

い

回答なし

8市町が「識座や学級への参加者が固定化して

いるjと回答している。この問題は、北勢地域に

限ったことではなく、受獅生の固定化傾向が生涯

学習推進上の障害であるという認識が、全般的に

行政側に強い。一方では、『溺座や学級を開設し

ても参加者が少ない』（3町）という悩みもある。

また、「担当職員が少なく、充分な企画ができな

い」は6町であり、「やりたいことができない」

でいる担当職員の苦悩がうかがわれる。その他、

予算不足や施設の老朽化の問題が挙げられている。

5．生涯学習推進にかかわって、近い将来に実現

が予定されていることは何ですか。あてはまるも

のすべてにOをつけ、項目によっては具体的な妃

述をしてください。

(1)公民館の新築、改修

桑名市、鈴鹿市、北勢町、楠町、関町

(2)図書館の新築、改修

多度町、長島町、菰野町、朝日町（博物館と

の複合施設）

(3)迎動施設の新築、改修→具体的な施設名

桑名市：桑名市総合迎動公園

菰野町：テニスコート

(4)その他施設の新策、改修→具体的な施設名

木曽岬町：文化会館

菰野町：青年会館

(5)生涯学習推進組織の股磁→予定される時期

菰野町：平成7年12月



(6)生涯学習指導者バンク

菰野町

(7)生涯学習悩報誌の創刊

回答なし

(8)学習相談窓口の開設

楠町

19）他部局との迎挽による邸業→砺業名

回答なし

、民間企業との迎挑→具体的に

回答なし

ID施設の利用時間の延長、弾力化

木曽岬町、北勢町、楠町

02学習ネットワークの櫛蕊

鈴鹿市、長島町、北勢町

(13住民意識調査の実施

北勢町、関町

(10答申、建織、意見具申→予定される時期と名

称（仮称可）

亀山市：亀山市生涯学習基本柵想（平成8年

3月予定）

09生涯学習課（係）の設匝

北勢町

08その他（具体的に）

回答なし

伽予定されていることは特にない

四日市市、藤原町、川越町

「公民館の新築、改修」や「図密館の新築、改

修」など施設面の整備が多く挙げられている。そ

れ以外では、「施設の利用時間の延長、弾力化」

「学習ネットワークの櫛築」にそれぞれ3（市）

町、「住民意識調査の実施」に2町から回答が寄

せられた。「予定されていることは特にない」と

するのは3市町である。

6．貴市町村あるいは北勢地区の生涯学習推進に

ついて、日頃からお考えのことがございましたら

お聞かせください。

自由肥述を求めた質問項目であるが、6市町か

ら回答があった。その内容を以下に原文のまま示

す。

桑名市：生涯学習計画推進のための庁内プロジェ

クトチームを本年の11月に設立すること

が決まっており、今後、推進叶画の作成

の醜嗣に入る予定です。

鈴腿市：鈴鹿市における生涯学習推進の方向は示

すことができたが、それをどのように実

現していくかが課題として残っている。

具体的には次のようなことである。
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・各公民館を統合するセンター館を拠点

とした生涯学習の推進

・婦人会、青年団郡衰退化傾向にある社

会教育関係団体の育成

・生涯学習を推進するにあたり、全庁的

な見通しがきく組織の構菓

・インターネットおよびマルチメディア

に対応した悩報の収典と提供

勉山市：県の生涯学習センターが県の生涯学習の

中核的存在として位歴付けられ、その機

能（コントロールタワーとして）を果た

すことを希望します。中でも、1）生涯

学習関連資料の収築とそのデータバンク

化、2）l）の資料提供サービス、を早

急に望みます。

多度町：現在、図害館を建股中で、生涯学習愉報

を三亜ネットで結びますが、今後、県内

の図啓館をオンラインすることにより、

住民への悩報サービスができたら思って

います。

長島町：カルチャーセンターにならないように生

涯学習活動がⅢ要となっている。また、

北勢地区はもとより、文化振興政策が多

いため、文化意識の商柵と文化の香り高

い町づくりに努めてゆく必要があると考

えられます。

菰野町：生涯学習の基本柵想を持ってそれにもと

づいた計画・企画・運営がなされなけれ

ば、人員、予算の確保もできないし、生

涯学習の主役となる地域住民のニーズを

把握し、学習機会や獅師等、地域の協力

を得て活動していかねばならないと考え

るので、先進的に活動している市・町を

手本として推進がはかられるよう努力し

ていきたいと思っている。

編集後記

昨年度は茂木室長のもと地研年報の創刊号

を出すという大きな成果をあげることのでき

たわが研究室である。今年度も各研究員の調

査研究での輔進を祈ります。

長雨に紅葉葉伸びて傘とられ

街は雨自転車こぐ学生と

雨期続き去年訪ね居しタイの河

（T生）


